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国保の「限度額適用認定証」・
「限度額適用・標準負担額減額認定証」の

更新をしましょう。

平成29年 8月から、国保・後期高齢者
70歳以上の
皆さまへ 高額療養費の上限額が変わります

日本年金機構からのお知らせ
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資格期間が10年以上となれば、
年金を受けとれるようになりました

「資格期間」とは？
これまで…

平成29年
8月1日から

　医療機関で受診し、1か月の自己負担限度額を
超えたときは、病院の窓口で「限度額適用認定証」
を提示することで、支払額が自己負担限度額まで
となり、多額の現金を支払う必要がありません。
　現在発行されている「限度額適用認定証」また
は「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効
期限が7月31日で切れます。8月1日以降、必要
な方は下記により更新の手続きをしましょう。

「限度額適用認定証」、「限度額適用・標準負担額
減額認定証」の交付申請方法等
①申請を行う際に、国民健康保険税の滞納がない
ことが要件です。
②医療費が高額になりそうなときは、お問い合わ
せの上、申請してください。

　「短縮」と記載した黄色の封筒がお手元に届
きましたら、必ず、「ねんきんダイヤル
（0570-05-1165）」で予約の上、できるだ
けお早めに手続きをお願いします。
　平成29年10月の支払いに間に合うために
は、平成29年7月中に年金請求書を提出して
いただく必要があります。

◎国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間
◎サラリーマンの期間（船員保険を含む厚生年金保険や共済組合等の加入期間）
◎年金制度に加入していなくても資格期間に加えることができる期間
　（「カラ期間」と呼ばれる合算対象期間）
これらの期間を合計したものが「資格期間」です。
資格期間が10年（120月）以上あると、年金を受けとることができます。

注：年金の額は、納付した期間に応じて決まります。
40年間保険料を納付された方は、満額を受けとれます。
（10年間の納付では、受けとる年金額は概ねその４分の１になります。）

　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支払いい
ただいた分を払い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。

持参するもの……保険証、印鑑(認印でも可)
③外来および入院するときに、認定証を病院に提
示してください。
④長期入院(1年間に90日以上)該当候補者の方
は更新の手続きの際に入院の期間がわかるも
の(入院期間が記載された領収書等)をご持参く
ださい。

未申告者の皆様へ
　高額療養費制度の自己負担限度額は、申告さ
れている方はその所得に応じた金額になります
が、世帯に未申告者が１人でもいる場合は、一番
自己負担限度額が高い区分ア【1か月の限度額が
約26万円】が適用されます。まだ申告がお済でな
い方はお早めに申告ください。

お問合せ先：福祉課〔保険・年金班〕国保担当 ☎９８５-７１２４

お問合せ先：福祉課〔保険・年金班〕国保担当 ☎９８５-７１２４

お問合せ先：浦添年金事務所 ☎877-0343

平成29年8月から、70歳以上の方の上限額が下表のように変わります。

70歳以上の方の上限額（月ごと）
どの適用区分に該当するかは、被保険者証、高齢受給者証または限度額認定証でご確認いただけます。

適用区分

高 額 療 養 費 制 度 と は

平成29年7月まで 平成29年8月から

外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）

現
役
並
み

一
般

住
民
税
非
課
税

課税所得
145万円以上の方

80,100円
＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回 44,400円   〉

44,400円

課税所得
145万円未満の方 12,000円 44.400円

※2

（※1）

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

8,000円
15,000円

Ⅱ 住民税非課税世帯 24,600円

外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）

80,100円
＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回 44,400円   〉

57,600円

14,000円
年間上限

14万4,000円
57,600円

〈多数回44,400円   〉

※2

※2

8,000円
15,000円

24,600円

※1 世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。
※2 過去12か月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目からは「多数回」該当となり、上限額が下がります。

　7月の全ての土曜日に一部の年金事務所を
開所し、予約による相談を実施しています（開
所する年金事務所については、機構ホーム
ページでご確認いただくか、お近くの年金事務
所へお問合せください）。

　６月９日（金）奥武山５０ｍプールにて第５０回那覇地
区中学校水泳競技大会が開催され、球美中学校の生
徒、男子１名、女子４名が参加しました。
　大会では個人２種目とリレーに参加し、全員が自己新
記録を樹立する実りある大会でした。３週間程度の短期
集中の練習期間でしたが、女子２００ｍリレーにおいて、
吉原はるか、町田琉衣、名幸柚寿、比屋根優真が２分２３

秒９５で２位入賞し快挙を成し遂げました。
　球美中学校には学校
にプールがないため、
久米島高校やB＆Gの
プールを借用し練習に
励み、良い結果を生み
出しました。

資格期間15年の人

必要な期間25年

資格期間15年の人

必要な期間10年に短縮！

受けとれる
ようになった！

球美中学校水泳部が快挙！
那覇地区中学校水泳競技大会

　７月１５日、仲里総合グラウンドにて第１６回年代別ソ
フトボール大会（主催：町体育協会）が開催されました昭
和２８年から平成６年生までの世代が集まり、３つのブ
ロックに分かれて、２３チームが熱戦を繰り広げました。
　各チーム、おそろいのTシャツで参加するなど、結束
力を見せていました。

同級生が大終結
年代別ソフトボール大会

結果は
次のとおり

一般の部　優　勝　平成５・６年生
　　　　　準優勝　昭和６３年生
成人の部　優　勝　昭和４６年生
　　　　　準優勝　昭和４５年生
壮年の部　優　勝　昭和３４年生
　　　　　準優勝　昭和２８年生

一般の部
「優勝」

成人の部
「優勝」

壮年の部
「優勝」


